
 
 
 
 
 
 

②岩槻駅周辺の現状と課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料：岩槻まちづくり区民検討委員会提出資料含む） 
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・岩槻駅周辺の現状 

 

人形の町“岩槻” 

○歴史 

・江戸時代の初め、日光東照宮の造営、修築にあたった工匠たちにより、人形づくりを

手がけたのが起こりと伝えられている。  

・岩槻の周辺は昔から桐の産地で、箪笥や下駄などの桐細工が盛んに行われており、工

匠たちは、この桐の粉を糊と練り固めて人形をつくるととても発色がよく、また岩槻

の水が胡粉（ごふん）に適していることを発見した。  

・このようにして作られた桐塑（とうそ）人形は丈夫で壊れにくく、また土に比べ精巧

に作ることができ量産にも適していたため、以来、岩槻の代表的地場産業として発展

し、現在に至っている。  

 

○人形製造業の現状 

・岩槻の人形製造業は、ここ 10 年間で、従業者数で 46％、事業所数でも 46％減少して

いる。 

 
図.岩槻人形製造業従業者数・事業所数の推移 

出典：さいたま市の統計 
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観光のまちとしての現状 

○目的別観光客数の推移及び日帰り・宿泊別の内訳 

・岩槻への観光客は、H18 を底として回復傾向にあるが、H16 の年間 156 万人という水

準からは 30 万人程度低い、年間 125 万人の水準で推移している。 

・観光客の殆どが日帰り客である。  

  ※川越市の観光客は現在年間 600 万人を超えるが、20年ほど前の昭和期は 200 万人程度であった。 
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副都心としての都市機能集積 

○小売業の事業所数・従業者数 

・岩槻区の小売業は、事業所数及び従業者数とも減少傾向が続いているが、Ｈ19 の従

業者数は H16 と比べ僅かに増加した。  

・岩槻駅前のサティ岩槻店が 2010 年 3 月に撤退し、中心部には延べ床面積１万㎡以上

の大型店が存在しない状態にある。 

 

 

○小売業の年間商品販売額・売り場面積 

・年間販売額については、Ｈ16 に大幅に落ち込んだが、Ｈ19 にＨ14 の水準に回復した。  

・売場面積は、市全体では大きく伸びているが、ほぼ横ばいである。 
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○大規模小売店舗・生鮮３品取扱店舗の立地動向 

・大型店は、駅前を中心とする既成市街地に立地しているものが多いが、近年人口集中

地区以外に郊外店が立地し始めている。（注：岩槻駅前のサティ岩槻店は 2010 年 3 月

に撤退）  

・日常生活に欠かせない生鮮３品を扱う店の多くは、既成市街地に立地している。 

 

 

○小売業の地元購入率 

・洋服、靴、かばん、家具、家電等の買い回り性の高い商品は、地元購入率が上昇して

いる。  

・食料品、日用雑貨等の最寄り品の殆どは地元で購入している。 
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○岩槻区内商店街の年間小売商品販売額内訳推移 

・岩槻区内の商店街での販売額シェアは、Ｈ9からＨ14 にかけて大幅に低下したが、そ

の後横ばい傾向で、Ｈ19 にはＨ14 に比べ、やや増加した。 

 

 

 

○中心商店街〔岩槻地区〕の小売動向 

・岩槻の中心商店街の動向は、Ｈ14 からＨ16 にかけて、事業所数、従業員数、年間販

売額、売場面積とも大きく低下したが、H19 ではいずれも上昇している。 
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○岩槻駅前歩行者通行量の状況 

○中心市街地における歩行者数は、駅前広場の２地点に集中しており、シンボル道路と

して整備されたメインストリートである「さいたま春日部線」の歩行者通行量は平

日・休日とも極めて少ない。 

 

 

 

○駅前商業地価（市内主要駅との比較） 

・市内主要駅周辺の商業地価を比較すると、岩槻駅前の商業地価はこれらの中で最も低

い水準にある。 
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岩槻駅周辺の課題 

 
「現状」 
1)製造業（人形） 
・人形製造業は、ここ 10年間で、従業者数・事業所数とも 46%減少している。 
2)観光客数 
・H18年を底として回復傾向にあるが、年間 125万人の水準で推移している。 
・殆どの観光客が日帰り客である。 
3)小売業 
・事業所数・従業員数とも減少傾向にある。 
・駅周辺に延べ床面積１万㎡以上の大型店舗が存在しない。 
・年間販売額は、H19年に H14年の水準まで回復した。 
・食料品・日用雑貨等の身近な品は殆ど地元で購入している。 
・洋服・家具・家電等も地元購入率が上昇している。 
・中心商店街の動向は、事業所数・従業員数・年間販売額・売場面積とも低下

していたが、H19年では上昇している。 
4)駅前歩行者通行量 
・平日・休日とも少ない。 
 
 
「課題」 
1)老齢人口（65歳以上）比率が 20%超である岩槻地区においては、高齢者の利
便を考えた街づくりが課題である。 

2)経営者の高齢化・後継者難等、商店街自体が内包する課題が多い。 
3)人形産業の衰退が著しい。 
4)観光資源の掘り起こしと市外へのＰＲ方法の策定が急務である。 
 
 
 

岩槻まちづくり区民検討委員会 

・岩槻駅周辺地区の今後のあり方の検討 

・（仮称）岩槻まちづくりマスタープラン策定 
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